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測定方法
令和6年度
（目標値）

令和元年度
計画策定当初
実績値

指標基本方針

・市民アンケート調査20％11％
日常的な移動手段における自転車利用の
割合

基本方針１
自転車を快適に利用することが
できる“まち”の形成

・市民アンケート調査35％28％
自転車を活用した健康づくりを行っている
市民の割合

基本方針2
自転車を活用した健康で心豊か
なライフスタイルへの転換

・自転車展示会でのアンケート調査
首都圏40％
関西 60％

首都圏32％
関西 50％

首都圏・関西圏の自転車展における本市の
認知度の割合

基本方針3
来訪者が自転車で地域を楽しみ・
市民と交流できる魅力ある観光
地域づくり

・市民アンケート調査10％6％
［市民満足度］
自転車利用者のルール遵守の満足度の
割合

基本方針４
交通ルールの遵守・他者への配慮
による安全で安心なまちづくり

・市民アンケート調査20％9％
「市民満足度」
自動車ドライバーの気配りある運転の満足
度の割合

・市民アンケート調査60％53％自転車損害賠償責任保険の加入者の割合

・益田警察署による記録0 件13 件自転車が関与する事故件数

（益田市自転車活用推進計画 ｐ.59）
１

３ー１．現行計画における取り組み状況の評価・検証状況
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① 計画の目標（実績値と目標値）

 現行計画の目標値については、今後予定するアンケート調査等を基に評価・検証を行う



令和6年度
（目標値）

令和5年度令和4年度令和3年度令和2年度
令和元年度
計画策定当初
実績値

指標施策

8 回
補助金 6件
開催支援 1件

補助金 2件
開催支援 1件

2回1回5 回
市民向けサイクル
イベントの開催

⑫ 誰でも気軽に
参加できる市民
向けサイクル
イベントの開催

4 回1回1回
0回

（イベント中止）
0回

（イベント中止）
2 回

スポーツ自転車
体験教室の開催

⑬ 初心者から参加
できる自転車
教室の開催

2 回1 回0 回0 回0 回0 回
自転車による
健康教室の開催

⑭ 自転車による
健康教室の開催

96事業所
（現行計画上は
100事業所）

112事業所114事業所111事業所104事業所
81 事業所

（現行計画上は
77事業所）

益田市サイクリス
トサポート企業数

⑱ サイクリストの
サポート体制の
充実化

小学校：6回
中学校：3回

小学校：4.6回
中学校：1.1回

小学校：4.5回
中学校：1.1回

小学校：4.8回
中学校：0.9回

小学校：4.1回
中学校：0.9回

小学校：3.1回
中学校：1.1回

交通安全教室の
開催
（卒業までの
平均受講回数）

㉜ 保幼こ・小・
中・高における
各年齢段階での
交通安全教育の
推進

1 回1回1回0回0回0 回
交通安全教室の
開催

㉟ 高齢者に対する
交通安全教育の
推進

1 回
0回

（未実施）
0回

（未実施）
0回

（未実施）
0回

（未実施）
0 回

交通安全教室の
開催

㊱ 障がい者に
対する交通安全
教育の推進

令和5年度に目標を達成した項目は赤字

出典：R5年度 第2回益田市自転車推進委員会（資料 益田市自転車活用推進委員会の進捗管理について）より （益田市自転車活用推進計画 ｐ.99）
２
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② 短期的な措置に対する数値指標 （評価対象施策の実績値、目標値及び進捗状況）

 「㊱ 障がい者に対する交通安全教育の推進」を除いて５年間で事業が進捗しており、「⑱ サイクリストの
サポート体制の充実化」、「㉟ 高齢者に対する交通安全教育の推進」は、令和5年度時点で目標値を達成



３ー２．本計画改定のポイント
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ポイント

１

○全国的な社会経済情勢の変化や本市におけるこれまでの取組状況等を勘案し、
数値的な更新に留まらない、自転車を取り巻く環境の変化に対応した計画とする

○将来像、基本方針など、現行計画における重要な観点については、第2次計画に
おいても引き継ぐ考え

ポイント

２

◯現計画の施策課題の改善項目として、以下２点が挙げられる
・施策数の多さ（全43施策） ⇒ 全ての施策実施が困難、進捗管理の煩雑化
・計画・施策意図の共有化 ⇒ 計画目標の達成に資する事業が出来たかどうか

○上記を踏まえ、第2次計画では「施策の選択と集中」をもって緊急性や重要性の
高い施策の着実な遂行と適切な運用を目指すともに、庁内関係各課の横断的な
連携強化を図る

○本市の「目指す将来像」は
現行計画において十分に
達成できていないことから
第2次計画でも継続して
取り組む考え

施策の
選択と集中

現行計画の施策イメージ 第2次計画の施策イメージ

・多種多様なアプローチで
施策を位置づけ

・一部を重点施策に設定

・重要性や緊急性の高い施策
の選択、内容の精査

・新規施策の取り入れ

重点
施策

重点
施策

重点
施策

重点
施策

施策 施策

施策
施策

施策

施策

施策 施策

施策 新設施策の
取り入れ

施策

３


